
















Ⅰ.研究目的 

社会的には,今日の少産少子時代が問題となっているなか,周産期医療に従事する者に対し

ては胎児から新生児に至る質の良い医療が求められている。本研究班では,前年度の研究に

おいて,妊娠中期では胎児要因を主体としたハイリスク患者の母体搬送の需要が増加して

おり,搬送目的のひとつである妊娠期間延長の点ではほぼ満足できる効果を得ているとい

う現状を把握することができた。 

周産期医療の目的が,後遺症のない健康な子どもを確保することにあるとすれば,現在,本

領域での課題は新生児仮死と超未熟児に求めることができる。そこで,本年度は新生児仮死

に焦点をあて,主に研究協力者が属する施設を中心に,母体の妊娠前から新生児の長期予後

に至るまで個票を用いた調査を行い,発生事例に加えて患者搬送,情報伝送のシステムを含

めた実態の把握と問題点を抽出することを目的とした。 


